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1 ベンドール写本と仏教論書断簡
前世組末， 1898年から1899年にかけて英国ケンブリッジ大学の党語学者セシル・ベ
ンドール (CecilBendall， 1856-1907)は，カトマンドゥのネパール王室礼拝堂内の
ドゥルパル・ライブラリー(DurbarLibrary)に保存されていた膨大な党文写本を調
査し，その中に10世紀前に遡る古書体で書写された種々の貝葉写本断鱒類を発見す
る九それら一連の古写本は，すべて断簡にすぎないとはいえ，ネパール地域に伝え
たれた最古麗の写本を含み，その中には貴重な仏教文献の断簡も数多く認められた。
その後，ドゥルパル・ライブラリーでは，発見者であるべンドールの名を取って
'Bendall's Puka'なる名称でそれらがまとめて保存されていたが，やがて 1世記とい
う時間の中でそれらがベンドールによって発見された重要文献であることも忘れ去ら
れ，注目する研究者もいなくなってしまった。 10年前より筆者は， ドゥ/レパル・ライ
ブラリー所蔵文献を引き継いだ現在のネパール霞立公文書館 (National Archives) 
が保存する写本類の中からベンドール調査写本を拾い出し，それらをマイクロフィル
ムで取り寄せて解読する作業を行ってきた。
さて筆者は，ベンドール調査写本の中から，筆者によって新たに開定された『議伽
部地論sの「摂決択分」および同じ『稔伽師地論』の「摂異門分J の断片各1葉を発
1) べンドールの写本調査とその成果については拙稿「セシル・ベンドールのネパール写本探査行
(1898-99) J r{!弗教大学総合研究所報』第11号(1996年11月)18吋22頁参照。
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表しているが汽それらはいずれも自立公文書館において「仏教論書に属する諸員葉
(BauddhasastriyapaUral:lI) J というタイトルでまとめられた 8葉よりなる断鯖類
の中に見い出されたものであった九それら 8葉は，それぞれサイズ，書体，筆跡が
異なり，外形からも伺ー写本に由来するものではないことが分かる九恐らく何らか
の事情で 8種類の異なる文献からこぼれ落ちた古写本の断片各l葉を便宜的にひと
まとめにしたものと思われるが，盟立公文書舘においてネパール・ドイツ写本保存プ
ロジェクト (Nepal/GermanManuscript Preservation Project)の作成したマイク
ロフィルム 5)に収められている順序に従ってその内容を示せば以下の通りである。
1 f最伽師地論(Yogacarabhumi)の摂決択分 (Viniscayasarpgraha1)i)
2 法華経 (Saddharmap仰 clarikωutra)第 1
3 ダJレマキールティの知識論決択 (Prama1Javiniscaya)第3
4 未知の倶舎論注釈書
5 シャンカラのガウダパーダ頒釈 (Gaudapa，均la-kariktt-bh布川)
6 比丘尼掲磨作法 (Bhi均U1Ji-初ァmavacanσ)
7 十万頒殻若経 (Sat，αsahasrikttPrajna;ρaramita) 
8 璃伽錦地論の摂異円分 (Paryayasarpgraha1)i)
これら 8葉のうち，以前より学界に知られていたのは，ベンドール自身によって問
定され出版された第 6 の F比丘尼掲磨作法~ 1葉のみであった九残りの 7葉は筆者
によって初めて詞定されたものである。筆者は上述の「瑞伽論~ I摂決択分」および
「摂異円分」の他Ii知識論決択J 1葉をウィーン大学のシュタインケルナー教授と共
2) r摂決択分」の街僚については r解深密経sにおける等i慈十地の焚文資料 r稔倣論J r摂決
択分」のカトマンドゥ断片より J 係数大学総合研究所紀婆』第 2号 (1995)59-77真。「授巽
門分」の断僚については r稔倣論J r摂主要門分J の党文断簡J 正日度苦言学仏教学3第 9号
(1994) 90-108夏。前者は摂決択分において F解深密経三が全文引用される館所に穏当する。断
衡がカヴァーするのは間経の「分別総伽品J の末尾から「地波羅蜜品」の冒頭部にかけての範囲
である。拙稿はそのうち「池波羅蜜品」の部分を出版したもので r分別耳者側1品」の末尾部分は
未出版のまま残されている。
3 ) 国立公文書館では'MS.No. I.1697 Vi Bauddhadarsana 64 Ka'の登録番号で保存されている。
4 ) 国立公文書館のカタログBrhatsucipattram -Bauddlzavi$ayaka-(Kathmandu， 1964-1966) 
Vol. VI， Part 2 (77資)では，書体は Licchavilipi(リッチャヴィ…文字ニグプタ文字のこと)お
よびPracinaNevarilipi (初期ネパール文字)，サイズ20X2インチ等の情報が掲載されている
が，サイズが8薬の中のいずれを指すのか不明。
5) Reel No. A39/3， 1970年3月に撮彩されたもの。
6 ) C. Bendall，“Fragment of a Buddhist Ordination-Ritual in Sanskrit"， Album-Kem (Leiden， 
1903) pp. 373.376 
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同で刊さらに f法華経.! 1葉をベンドール写本に含まれる他の断簡とまとめて穂島
大学の戸田宏文教授と共同で出版している九
従って 8葉のうち S葉はすでに公表されているので，残りは3葉である。この中，
非仏教文献である第5の1葉も，シャンカラ研究者にとっては重要文献かもしれない
がヘ筆者にとって最も注呂すべきは第4の『倶舎論』注釈書の断簡 1葉である。し
かし，この 1葉が何らかの倶舎論註釈書の断片であることは間違いないが，残念なが
ら，誰によって著された，如何なる表題を持つ注釈書であるかは今なお不明のままで
ある。筆者にとって，これが倶舎論注釈書断簡であることが判明して髄分時間が経つ
が叩)，このまま筆者の許に秘蔵し続けても，近い将来その正確な正体が筆者によっ
て明らかにされる可能性は低いであろう。従って，はなはだ不完全ではあるが，現時
点での筆者のローマ字転写をそのまま公表して，倶舎論研究の専門家の方々に判断を
伸ぐことにしたい。将来の向定に向けての基本資料になればと願う次第である。
2 断簡の外形と注釈される俣舎論の範間
筆者はマイクロフィルムを通して断簡を解説しているのみで，現地に赴いて現物を
実見したわけではない。第4の1葉は，そのサイズは不明であるが，需面に 9行ずつ
書かれ，貝葉としては大型であろうと思われる。本稿に前した写真を参照していただ
きたいが11用いられた書体はネパール系写本に現れる文字の中でも最古層に属す
るものの 1穣と見なされるもので，ギルギット写本に現れる第2型文字(ギ1レギッ
ト・パーミヤン第2聖書体)と同一審体と判断しでも差し支えない。我が国に伝えら
れた悉曇文字とも共通する書体である。なお員葉の左端約8分の 1が破損により失わ
7)“The Sanskrit Manuscript of Dharmaklrti's PramaI).aviniscaya， Report on a Single Folio 
Fragment from the National Archives Col1ection， Kathmandu"， Wiener Zeitschrijt fir die 
}{unde Siidasiens， Band 35 (1991)， pp. 139-149. 
8 )“Three Sanskrit Fragments of the SaddharmapuI).clarlkasutra from the Cecil Bendal1 
Manuscript Col1ection in th巴NationalArchives， Kathmandu"， r徳島大学教養部倫理学科紀委s
No. 20， 1991， pp. 21-35 
9 ) 第2章第7頒から13鎮までに対応する。他の断衝が古い議体で写されているのに対し，この 1
葉のみ標準的なネパール文字が用いられている。非仏教文献がなぜ紛れ込んでいるのか不明。な
お第?の F十万綴般若』の断簡については未だ詳織に確認できていないが，玄笑訳では「大正蔵
経」第5巻， 516-517頁付近に対応するようである。
10) 本稿で取り上げる断簡に筆者が最初に言及したのは今から 9年前，東北大学における日本印度
学仏教学会に於いてであった。掛稿「ネパール系古!寝写本の新上七定J (q:fJ度学仏教学研究』第39
巻 l号， 1990) 386-389J室参照。
1) 本稿に使用した写真は， 1989年，当待の国立公文書館教授B.D.ダンゴル (Dango])氏の助力
を得て入手し，教授より研究と掲載の許可をいただいたマイクロフィルム(註5参照)より焼き
付けたものである。
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れている。それによって各行約10音節程度が失われているものと思われる。左端に書
かれていたはずの頁番号も欠落している。
さて本断簡によって注釈される『倶舎論』の該当個所は第l意「界品J の第10偶の
d勾より第11備の範囲である。第10備のd句は i11種の接触(触 spra号tavya)J につ
いて，つづく第11偶は無表についての定義を与える。ただし第11備の注釈文は本断簡
の裏5行自から始まり，裏面の末尾までではその冒頭部分のみをカヴアーするにすぎ
ない。ローマ字転写に先だって，まず f慎舎論』の該当部分の震文と和訳を示してお
くことにしたい問。
sprsyam ekadasatmakam //10d// 
spra号tavyamekadasadravyasvabhavam / catvari mahabhutani slak明atvaJ!1
karkasatvaJ!1 gurutvaJ!1 laghutvaJ!1 sitaJ!1 jighatsa pipasa ceti / tatra bhutani 
pascad vak;;yama与/slak号1fatvaJ!1 mrduta / karkasatvaJ!1 paru号ata/ gurutvaJ!1 
yena bhavas tulyante / laghutvaJ!1 viparyayat / sitam u号1fabhila号akrt/ jighatsa 
bhojanabhila号akrt/ pipasさpanabhila号akrt/ kara1fe karyopacarat / yatha 
buddhanaJ!1 sukha utpadal; sukha dharmasya desana / 
sukha saJ!1ghasya samagri samagra1faJ!1 tapal; sukham / 
tatra rupadhatau jighatsapipase na sta与/記号amasti / yady api tatra vastr匂y
ekaso na tulyante saJ!1citani punas tulyante / sitam upaghatakaJ!1 nasti / anugra-
hakam kilasti / 
yad etad bahuvidhaJ!1 rupam uktaJ!1 tatra kadacid ekena dravye1fa cak号urvi-
jnanam utpadyate yada tatprakaravyavacchedo bhavati / kadacid bahubhir yadさ
na vyavacchedal; / tad yatha senavyuham anekavar1fasaJ!1sthanaJ!1 ma♀lsam世laJ!1
ca durat pasyatal; / evaJ!1 srotradivijnanaJ!1 veditavyam / kayavijnanaJ!1 tu paraJ!1 
pancabhi与spra号tavyairutpadyata ity eke / caturbhir mahabhutair ekena ca sla拍
}王将司vadina/ sarvair ekadasabhir ity apare / nanu caivaJ!1 samastalambanatvat 
samanyavi号aya与 panca vijnanakayal; prapnuvanti na svalak号a1favi号ayal;/ 
ayatanasvalak号a1faJ!1praty ete svalak与a1favi号ayai号yantena dravyasvalak号a1fam
ityado号al;/ 
12) Pradhan 1st ed.， p.7， 1.7-p. 8， 1.9. Ejima ed.， p.10， 1.2-6. 12， 1.3. 桜部建 f倶合論の研究
(界・根品)J (法蔵館，昭和44年)153-155頁参照。桜部博士の明確な和訳がすでに存するので筆
者による和訳は蛇足の感があるが，本稿における注釈書断飽ローマ字転写の理解に資するため煩
を恐れず，あえて付け加えておく。
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idaJ!l vicaryate / kayajihvendriyayor yugapad vi号ayapraptausatyaJ!l katarad 
vijnanaJ!l purvam utpadyate / yasya vi号ayal).patiyan / samapr盃ptetu vi担yeji-
hvavijnanaJ!l purvam utpadyate / bhoktukamatavarjitatvat santat吟/uktal). pan-
cendriyarth玲 yathaca teSiaJ!l grahal).am / 
感触(触)は1種よりなる。 (10d)
感触は1種のもの (dravya)よりなる。(1-4)四大種と， (5)なめらかさと， (6)粗さ
と，(7)重さと， (8)軽さと， (9)冷たさと， (10)飢えと， (1)渇きとである。この中，
〔回大〕種については後で説く。なめらかさ (slak:;I)atva)とはやわらかさ (mrduta)
である。犯さ (karkasatva)とは荒さ (paru:;;ata)である。重さ (gurutva)とは，それに
よってものが計量されるところのものである。その逆が殺さ(Jaghutva)である。冷たさ
(sita) とは暖かさに対する欲求を作すこと(u:;I)abhila:;;akrt)である。飢え(jighatsa)
とは食物に対する欲求を作すこと (bhojan油hila:;akrt)である。渇き (pipasa)とは飲
み物に対する欲求を作すこと (panabhila:;;akrt)である。原因を意味して結泉を言い表わ
しているからである。例えば，
諸仏の出現は楽であり，法を説くことは楽であり，僧伽の和合は楽であり，和合し
た者たちの修行は楽である日)，と言う如し。
この場合，色界においては飢えと渇きは存在しないが，残りのものはある。たとえそこ
(色界)では一着一着の衣服は計量できなくても，集めたものは計量されるのである。
r(色界では〕有害なる冷たさはないが，有益なる〔冷たさ〕はある」と伝承する (kila)。
多穏の色が説かれたが，その場合，ある時には，一つのものに応じて眼識が生じる。そ
の時，その〔ものの〕種類が判別できる。ある時には多くの〔ものに〕応じて〔眼識が生
じる。〕その場合には〔個々のものの種類の〕判別はできない。例えば，多様な色と形を
した箪の隊列や宝石の集まりを遠くから見る人の場合の如くである。耳等の識についても
同様に理解すべきである。「ただし身識は，単に 5種の感触，即ち，四大穏と，なめらか
さ等のひとつに応じて生じる」とある人々は言う。 r11種すべてに応じて〔身識は生じ
るJ と別な人々は言う。もしそのようであるなら，五識身は〔多くの対象を〕合わせた
ものを対象とするので，共相を対象とするものとなり，自相を対象としないことになるで
はないか。処の自揺に対して，それら〔五識身〕は自相を対象とすると認められ， (倍々
の〕ものの自相に〔対してでは〕ないから，過失ではない。
次のことが分析される。身根と舌根が伺時に対象に向かう時，どちらの識が先に生じる
13) Udanavarga， xxx-22， Dha附即pada，194. 
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のか。より強い対象に対する〔識が先に生じる。)(強さの〕等しい対象に向かう時には，
舌識が先に生じる。〔心〕相続は食欲に向けられるものだからである。五根の対象と，ど
のようにそれらの〔対象を〕認識するかについて説き終わった。
avijnaptir idanif!l vaktavya / seyam ucyate 
vik号iptacittakasyapiyo 'nubandhal). subhasubhal). / 
mahabhutany upadaya sa hy avijnaptir ucyate / 11 / 
vik~iptacittakasyeti tadanyacittasyapi / acittakasyapity asaf!ljninirodha-
samapattisamapannasyapi / apisabdenãvik~iptasacittasyãpîti vijnayate / yo 
'nubandha iti ya与pravahal)./ subhasubha iti kusalakusala与/kusalakusale prapti-
pravaho 'py astid:csa iti tadvise号al).arthamucyate mahabhutany upadayeti / 
hetvartha upadayartha iti Vaibha号ikah/ jananadihetubhavat / sa hy avijnaptir iti 
hisabdas tannamakaral).avijnapanarthal). / rupakriyasvabhavapi sati vijnaptivat 
paraf!l na vijnapayatity avijnaptil). / ucyata iti acさryavacanaf!l darsayati / 
samasatas tu vijnaptisamadhisaf!lbhutaf!l kusalakusalarupam avijnaptiり/
今や無表が説かれねばならぬ。それが説かれる。
乱れた〔心の人〕にも，無心の人にも連続し，浄・不浄なる，大種に基づいてある
もの，ぞれがすなわち無表と言われる。(行)
「乱れた心の人にも」とはそれ以外の心の人にも，である。「無心の人にも」とは，無想
定と滅尽定に入った人にも，である。「も (api)Jの語は，乱れていない，あるいは有心
の人にとっても，と知られる。「連続し」とは相続する，である。「浄・不浄なる」とは
蕃・不義なる，である。善・不善という点では，得 (prapti)の棺続も同様にあるから，
それと区別するために「大穣に基づいてある」と言われる。「基づいて」の意味は，閣の
意味であると毘婆沙師たちは言う。生〔霞〕等の〔五つの〕因となるからである。「それ
がすなわち無表」という中の「すなわち (hi)J の諾は，その命名を知らしめるためであ
る。色と作用を本質として存在する点、では識と同様ではあるが，他に知らしめないから無
表である。「言われるJ とは部〔であるわたくし世親〕の言葉であることを明示したので
ある。要するに，表〔業〕と三昧とによって生じた善・不警なる色が無表である。
3 倶舎論注釈書断簡のローマ字転写同
recto 
1/ / / -yajas tulaya mukhavanatir bhavati (/) sitam U$1:tabhila$akrd iti kathaf!l 
grî~me sitam u将abhila与ak:cccharadi va sitam u判的hila号ak:cditi (/) kramo tu 
。?』?〉
。 ?? ? ?
』
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sarvatha{n} u将atayasyanyasyapitad eva lak伊羽(ql)tad api hi kalapatitam 
u明白hila伊qlkuryad iti. . te tad iti sitaql (j) anugrahakopaghataql . ..yasur 
gamya-
2 / / / (jighatSii bhojaηiibhi) liJ:?akrd iti jighatsa hetur jighatsa anna与sparsavise号ac
(j) kiira1Je kiηoραcirid iti attumiccha jighatsa caitasiko dharmmac tatkaral).a-
. [jiJghatso 'yaql krt cedam uktaql (j) j忽hatsiibhojaniibhiliJ:?akrd iti 
itaratha hi jighatsa bhojanabhila平eity evacak!?yat* / evaql patuql iccha pipasa 
tatkara-
3// /ー・・ upacaryate/ ata evahaρiPisiρiiniibhiliJ:?akrd iti (j) yathii buddhiiniim 
ityadi na hi buddh窓口三mutpada eva sukhaql karaりaqltu sukhasyeti karyopaca-
ra (ql) labhate buddh伽 iJ?'lsukha{ m} utpiida iti / sukhii dharmαsya desanetyadi / 
dharmadesanadinaql sukhakaral).an ca sukhopacarac gathat tudaharal).amattraql 
vivaksitam artham 
4 / / / tatraru.抑dhiitauji泣hatsi;ρipisena sta iti avyavadhatmabhavatvad itaratha hi 
tatrapi k号utpipasa duりkhaprasajyenaprabhavadac chandad rロpadhataukatham 
gurutvam astity ata aha ya砂 aPitatra vastrii~ty ekaS'o na tulyaJ?'lte sarlcitiniρunas 
tulyanta iti nanu caika三otulyaql prabhadipiがtamapy atulyaql dr坑imiti dr号taql
ta-
5 / / / .stitad ekaso tulyaql saqlcitaql tulyam iti brama与aguryatvacca aguryaql 
khalv api rupavacaram rupaql vimanapradurbhavat* / patitanaql vadharaprayo-
janam asti nanye弱qladharadheyabhavac ca na tu laghvanekaprabhasaya te 'py 
剖haradheyabhavo'sti (j) sit.αm upaghiitakartt n必titiavyavadhatmabhavatvat* / 
αnugriiha初m kilisti 
6// / vaibh均ikabhiprayaparidipakartha与(/)ηahi tatra samiJdhivyabhirikto 'nugra-
(ha)hetur astiti samadhigrahaりenatatsahetutam api grahal).aql veditavyaql (j) 
yad etad bahuvidhal('l rupam uktam itiわratanarupaJ?'l dvividhii vU('lsatidheti 
(I -lua) yadii tatprakiiravyavacchedo bhavatiti / niladivar。りaprakaraprthagbhavac
14) 以下のローマ字転写における F僚会論』本文の引用(斜体で示した)の解読については比較資
料もあり，確信を持ってここに読みを提示できるが，注釈部分については，その正体の判明して
いない現待点では，多くの誤読が忍び込んでいるに相違ないことを白状しておきたい。注釈部分
のローマ字転写については，この断簡が倶会論注釈書の断片に穏遼ないことを提示した程度に理
解していただきたい。将来正体が判明した時に，改めてより正確なローマ字転写と，それに基づ
くテキスト及び和訳の発表を約束しておきたい。
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evaJ?Z srotradivijnanaJ?Z veditavyam i-
7/ / / .1)ukt吟 sabdastuα:;tavidha (I -lOb) iti tatra kadacid ekena dravyel).a 
srotravijnanam utpadyate yadaωtprakaraり'avacchedobhavati kadacid bahubhir 
yada na vyavaccheda争(/)tad yathanekasabdasamuharp kalakalasabdarp durac 
chrul).vana与evarpghral).ajihvavijnane api yathasarpbhavarp yojyarp (/) kayavi二
jnanan tuραraJ?ZραJ?Zcabhir iti / katharp kadacid eke-
8/ / / (ta) tprakaravyavacchedo bhavati kadacid dvabhyarp yavat parpcabhir yada 
na vyavacchedal) (/) katamail) parpcabhir ity ata aha / caturbhir mmahabhiitair 
ekena ca Slak:;1}atvadiηa kirp karal).arp karkkasatvadinam anyabhutacatu-
号kasritatvatsarvair apy ekadaSabhir iかゆaraiti yada prakaravyavacchedo na 
bhavatiti (/) prakrtarp nanu caivam iti vistaral; 
9 yad hi cal王寺urvijnanasyanilakarasyalarpbanarp nilarp ruparp tad evarp sam-
astalarpbanasyapi cak号urvijnanasya paricchinnakarasyalarpbanal) (!) tatha 
srotr命aghral).ajihvakayavijnananarpparicchinnakaral).arp yadalambanarp sabdadi 
tad evanye号ama. i.ぷ radi.i. 
verso 
1 / / / .s.ti samanyavi:;aya (宇)ρaJ?ZcavijJiaηakay，碍 ρra;ρnuvaJ?Ztiabhedasamanyarp 
samanyena vi号ayae弱miti samanyavi号ayal)abhedavi号ayaiti yo 'rthal) evarp ca 
krtva parihararp vak$yati / bhoktukamaft空間rjjitatvatsaJ?Ztater ato 'ktukamasya tu 
samaprapte vi明yeyad vasrayarp yat tad utpa.. . 
2/ / /命atanαsvalak:;a1}aJ?Zity evamadi svalak与al).arplak号al).arpayatanasya svala帯
k号碍arpayatanasvalak号al).arptad yatha rupayatanasya cak$urvijnanavijneyata 
yavat sp時計avyayatanasya kayavijnanavijneyata tad alarpbanasvalak手al).arp
ρmか eteparpcavijnanakayal) svalak:;a1}avi:;aya i:;yaJ?Zte na dravy邸 valak:;a]Jam
i(ti). karp praty ete svala-
3 / / / .yasya svalak号al).arpdravyasvalak判明rpkatamasya dravyasya niladikasya 
tat punar niladikatvarp niladyakare cak$urvij館 nadivijneyatvarpyadi punar 
dravyasvalak号al).avi号aya .ye.. tka da..一一... samastalambanarp cak号uradi-
vijnanarp notpadyata iti uktarp syat tac cotpadyata iti kayajihvendriyayor iti 
vistaral) tayor hi praptavi号aya-
4 / / / .yopanipatakramalqto vijnanotpadakram吟 syatsa ca na sarpbhavati 
倶舎論(1.lOd-11)に対する未知の設釈者断餓綴忘 113 
sparsarasayor avinibhagavarttitvad ata aha / yasya vi$aya (争)ρafiyaniti yasyen-
driyasya bhoktukamatavaηijitatvat sa'f{ltater iti cchando hi bhoktukamata s. ca 
ma加na出sk王(arasar符叩pp戸ray
i prava (r htata it 
5/ / / .vati / na ca bhoktukamata / varjita sarptatir bhavati /一一一dva
vasrayarp tatpurvam utpadyate ukta.争ρa'f{lcendriyaiti parpcanam indriyanam 
arth沖 parpcendriyartha1)yatha ca te$a'f{l graha1Jam iti te弱marthanarp katharp 
grahm)am uktarp tatra kadacid ekena dravyena cak号urvijnanamutpadyata iti 
vistara1) (/ /) vz~た$iþtacittak向yti;ρlti vistara1)/ 
6 (vik$ittacittak.伺yatiti)vacanad vagvijnaptiruparp vise号itarpbhavati (/) na hi 
tadanyacittakasyacittakasya vanuvarttate uccheditvat* / yo 'nubandha iti 
vacanさt{/} kayavijnaptir vise号ita(/) nanu ca vijnapter apy anubandho 'sti 
prakar号o'ttra vijnapyate ya1) sutaram anubandha iti (/) avijnaptes ca sutaram 
anubandho bhavati vijnapter vyãv~ttãv api tadavyav~tte1) 
7 / / / kaya1) so (!sa) tu vijnapyate vijnaptis tu tatk号al).ikapibhavatiti (/) yady 
anubandhalal王手切さvijnapti1)anubandhas ca pravaha iti pratjnaptisati (rp) prapnoty 
avijnapti与rupalaI王号al).asati pravaho na tu pravahamattrakam eva upalak号a♀am
etat tasya ity asad etat* (/) subhãSubhagr油anenãvyak~tas cak与uradipravaho
visesitah 
8 / / / yathoktopalak号al).a(!) nanv asau (!) (/) mahabhutany utadayeti (vacanad 
praptipravaho) visesito bhavati (/) tadaηyacittasyatiti vijnapticittad 
anyacittasyapiti ....一..一一 avik号i(ptasya) cittakasyapiti vijn匂Tataiti (/) yo 
'yam ゅisabdo'smin sloke anenavik$iptacittakasyapi jnayate sacittakasyapiti (/) 
nanu cavik号ipta-
9 cittaka1) sacittakarp nativarttate vijnapticitto 'tra sacittako 'bhipreta1) 
tadanyacittaka1) sacittako.. sa .1) sacittaka iti sacittacittakasyapi (/) yo 'niban-
dha iti kin coktarp na kirpcid evarp laghavarp bhavati (/) idarp capi na j出 yeta
4 今後の課題
この断簡が伝える注釈は，党文とチベット語訳で残るヤショーミトラの注釈とは全
く異なるが lヘチベット語訳(一部は漢訳 16)とウイグル語重訳 17) に伝えられるス
ティラマティ (Sthiramati)の注釈 18)，チベット語訳のみに残る満増 (*Purnavar-
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dhana)の注釈 19)とは多くの共通点が見られる。しかしこれがその両者のいずれかで
あるというわけではない。異なる注釈書である。ヤショーミトラの註釈書冒頭の帰敬
偶によると，グナマティ (Gunamati，徳慧)とヴァスミトラ (Vasumitra，世友)
の2人が倶舎議注釈書を書いたというが現存しない 20)。もしかして，この断簡 1葉
がいずれかの註釈書の断簡である可能性はあろうが，現時点ではそれをはっきりさせ
る証拠は見いだされていない。失われたグナマティ疏とヴァスミトラ疏の断片をヤ
ショーミトラ疏から抽出して考察した菅原令知氏の研究が注目されるが，残念ながら
この断簡と関連する笛所は含まれていない 2九対応資料のない断簡から回収される
文章を校前テキストにまとめるのは現状では困難である。本稿で提示しえたのは断簡
の単純なローマ字転写にすぎないが，これをこの断簡に対する今後の研究のための備
忘としておくことにしたい。
本稿は平成11年度文部省科学研究費補助金「慕態研究(C)(2)Jによる研究成巣の一部である。
15) Wogihara ed.， part 1， p.27， 1.18 f. 
16) 大正1561の他，最近になって蘇家氏によってまとまった分量の敦爆写本新筒(第n誌の注釈断
筒)が出版された。「阿毘達磨倶会論実義疏J 蔵外仏教文献』第l号(北京， 1995) pp. 169-250. 
17) 庄境内正弘 f古代ウイグル文阿毘達磨僚会論実義疏の研究JHII (1991-1993) 
18) P.巴d.，To 57a2 f.なお前半の勺1穣の接触」に対するスティラマティ疏の和訳は，松溶泰雄
'tattvartha (VI)五壌についてJ 偽教文化研究』第39号 (1994) 9頁以下に含まれている。
19) P. ed.， Ju 34b3 ff. 
20) 0)う.cit.， p.1， 1.11. 
21) 脊原令知「俣舎論注釈家 Gunamatiとその弟子VasumitraJr仏教史学研究』第32巻 I号
(1989) pp. 50-80. 
